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はりゴン 

 ２月８日（水）、本校にて就業技術科２年３・４組の抽
出メンバーで販売実習を実施しました。製作実習で製作
している「生産（木工）・工芸（陶工）・園芸・環境（皮革）」
の４つのコースの商品を販売しました。短時間の販売実
習でしたが、開始前から地域の方々や保護者の方々がお
越しくださり、生徒の販売を楽しみにしてくださってい
ました。たくさんのご来店、本当にありがとうございまし
た。 
 生徒たちは、緊張しながらも事前に立てた目標を意識
し、授業で習った接客８大用語や接客マナーの５原則を
守って接客することができました。また、お客様に積極的
に声をかけたり、仲間同士で協力したりする姿が見られ、
生徒一人一人の成長を感じることができる販売実習とな
りました。 

 〒６７９－４００２ たつの市揖西町中垣内乙１３５番地１ 
 TEL（０７９１）６６－００９１  U R L http://www.hyogo-c.ed.jp/~harima-sn/ 
 FAX（０７９１）６６－００９２  E-mail harima-sn@hyogo-c.ed.jp 

 

第６回販売実習 ２年就業技術科 

 ２月７日（火）５・６時間目、日一日と卒業が近づく３年生は、資生堂より講師の先生をお招き
し、身だしなみ講座に参加しました。これまでは毎日制服を着て、校則を守っていればそれで良か
ったのですが、春からは違います。身にまとう服装だけでなく、髪型、肌の手入れなどを自分自身
で毎日考えていかなければなりません。講座は、清潔感がある社会人になるために、色彩の説明か
ら始まり、クリームの正しい泡立て方など詳しく教えていただきました。最初は皆、説明を聞きな
がら、ぎこちない様子で化粧品に手を触れていましたが、慣れてくるとにぎやかな笑い声が聞こえ
始めました。基本的な説明が終わると、男子は実際に顔パックや髪のセット、女子は化粧品でメイ
クを体験しました。生徒たちにとっては、社会人になる前の本当に素晴らしい経験になりました。
身だしなみを整え、鏡に映る一味違った自分自身を眺める生徒の眼は充実感にあふれ、輝いていま
した。 

３年身だしなみ講座 

 卒業まであと数週間を残した２月３日（金）、３年生が校外
学習を実施しました。ボウリングはラウンドワン姫路飾磨店
に行きました。人生初めての人もいれば、マイシューズを持
っている人も・・・。自分の投げ方に納得がいかない生徒、
徐々に倒れるピン数が増えることが嬉しくなる生徒、ストラ
イクやスペアを出す生徒、そして友達の結果に一喜一憂！！
とても温かな空気が流れた時間を過ごしました。 
場所は変わってテーブルマナーをホテルモントレ姫路で行

いました。始めはホテルという空気でいつもと違う緊張感が
漂っていました。ナイフやフォークの使い方をテーブルの上
に置かれたテキストで確認したり、隣をちらっと横目で見た
りして、いつもとは違いお上品に食事を楽しみました。「魚は
あんまり好きじゃなかったけど、食べてみたらおいしかった」 
など生徒たちの感想を聞くことができました。 
 今回の学びが卒業後に役立つことはもちろん、今後いろい
ろなことを経験し自分を高めてほしいです。 

 

 

節分 寄宿舎 
 ２月１日（水）に節分行事として、総
当たりのチーム戦でボッチャ大会を行
いました。ボッチャのボールを豆に見立
てて鬼の面をかぶったチームリーダー
が投球する時に、「鬼は外、福は内」のか
け声でジャックボールに近づくように
応援しました。 
 本番前に練習する姿を見かけ、勝負に
対する本気度を感じました。優勝チーム
にはハンカチのプレゼントがあり、参加
賞で全員に豆を配りました。 
 調子の良し悪しはありましたが、みん
なで楽しい時間を過ごすことができま
した。 

神戸新聞の朝刊に掲載 
「就職目指す生徒 職業実習の今昔」とい
う見出しで就業技術科の産学連携事業
「Café はりま」と普通科・職業科の「オン
ラインお仕事体験会」の取り組みが、２月９
日（木）の神戸新聞朝刊に掲載されました。 
県下の特別支援学校や企業様からも高い関
心をいただいており、後輩たちの励みにな
ります。 


